
UM販売購買

リリースノート

ver.1.20～1.23

発行日 2022/08/19

最終改訂日 2022/09/13

株式会社シナプスイノベーション

© Synapse Innovation Inc.

Confidential



UM販売購買
リリースノート

ver.1.20～1.23

改訂履歴

改訂日 改訂内容

2022/08/19 （V1.20版）
発行

2022/08/22 （V1.21版内容追記）
・「支払実績入力（一括）」調査説明欄：キャプチャを差し替え

・支払実績入力設定を追記

2022/09/01 （V1.21版内容追記）
・月次伝票締指示のタブの追加設定を追記

・「フローの変更」設定を追記

・販売モニターに受注見積、受注新規作成を設定を追記

・支払実績入力設定、支払実績入力 編集画面の設定を削除

2022/09/12 奉行クラウド連携をご利用になる場合の任意設定で、

「アイテム」→「項目」に変更

2022/09/13 （V1.23版内容追記）
・「リストビューの変更」設定を追記（勘定奉行仕訳IFのExport CSVボタン）
・「ボタンの設定」を追記

● 本書の一部または全部を無断で複製・転載することはお断りします。

● 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

● 本製品をご利用いただいた結果の影響につきましては上項に関わらず責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。

● 本書の内容はUM販売購買 ver.1.23 時点のものです。
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1. Ver.1.20~1.23

1.1. 概要

本バージョンにおいて、下記の機能追加を実施いたしました。

V1.20
【債務機能】

● 前払金入力

● 支払実績入力（一括）

● 支払手形

● 債務期日決済

● 債務締処理

● 仕入先元帳レポート

● 買掛残高レポート

● 債務残高レポート

● 支払残高レポート

V1.21
【債権機能】

● 入金入力

● 債権消込入力

● 回収予定分割

● 受取手形

● 債権期日決済

● 債権締処理

● 得意先元帳レポート

● 売掛残高レポート

● 請求残高レポート

● 回収残高レポート

【債務機能】

● 支払実績入力（単票）

● 支払予定分割

● 振込データ作成

【販売購買機能】

● マルチ通貨機能強化

● 仕訳・勘定奉行データ作成

各変更による設定の追加等につきましては、次ページ [ 詳細 ] よりご確認ください。
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1.2. 詳細

【債務機能】

1.2.1. 前払金入力

前払金の登録が可能です。登録された前払金は、支払実績入力にて支払の原資として使用するこ

とが可能です。

1.2.2. 支払実績入力

未消込の支払予定データを支払済みとして決済することが可能です。

2種類の入力画面があり、それぞれ支払実績のリストビュー右上のボタンより遷移可能です。

・「支払実績入力（一括）」：支払予定伝票の内容と変更がない場合に使用します。この入力の場合、

複数の支払予定伝票を一括で処理することが可能です。

・「支払実績入力（単票）」：支払予定伝票の内容に対して金額振替や前払金との消込を含める必要

がある場合に使用します。単票ごとの処理となります。

1.2.3. 支払手形

支払手形の登録が可能です。

支払実績入力時に作成された支払手形のみが手形発生仕訳作成の対象となり、直接作成された支

払手形は対象外となりますのでご注意ください。

※支払実績入力からの入力は次期エンハンス機能になります。

1.2.4. 債務期日決済

債務期日決済の登録が可能です。

支払実績入力時に作成された期日決済のみが発生仕訳作成の対象となり、直接作成された期日決

済は対象外となりますのでご注意ください。

※支払実績入力からの入力は次期エンハンス機能になります。

1.2.5. 債務締処理

該当月の債務伝票（支払実績・前払金）の入力締、および買掛残高の消費税再計算、次月残高繰

越処理を行います。

再度該当月の入力を可能としたい場合は、締めの解除が可能です。
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1.2.6. 仕入先元帳レポート

仕入・支払予定・支払実績入力時に自動作成された仕入先元帳を確認することが可能です。

1.2.7. 買掛残高レポート

自社の締日を基に判断した計上月ごとの買掛残高を参照可能です。

基本的に、仕入伝票および支払実績更新時に残高に反映されます。

1.2.8. 債務残高レポート

顧客の締日を基に判断した計上月ごとの債務残高を参照可能です。

基本的に、支払予定伝票および支払実績更新時に残高に反映されます。

1.2.9. 支払残高レポート

自社の締日を基に判断した計上月ごとの支払残高を参照可能です。

基本的に、仕入伝票、支払予定伝票および支払実績更新時に残高に反映されます。

1.2.10. 支払予定分割

支払予定伝票の予定金額の分割や、決済方法の変更が可能です。

※支払予定伝票画面の右上アクションボタンより画面遷移が可能です。

1.2.11. 振込データ作成

支払実績から、出金元銀行に送付する総合振込用全銀データファイルを作成します。

支払の決済方法の処理区分が「振込」のデータが処理対象となります。
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【債権機能】

1.2.12. 入金入力

前払金の登録が可能です。登録された前払金は、支払実績入力にて支払の原資として使用するこ

とが可能です。

1.2.13. 債権消込入力

未消込の請求データを入金伝票と消し込んで回収済みとして決済することが可能です。

また、金額振替や前受金を消し込みの原資や調整に使用することも可能です。

※債権消込入力画面からの入金登録機能がありますが、本画面からは受取手形・債権期日決済を

含んだ入金データは作成できません。

1.2.14. 回収予定分割

請求伝票の予定金額の分割や、決済方法の変更が可能です。

請求伝票画面の右上アクションボタンより画面遷移が可能です。

1.2.15. 受取手形

受取手形の登録が可能です。

入金入力時に作成された支払手形のみが手形発生仕訳作成の対象となり、直接作成された支払手

形は対象外となりますのでご注意ください。

1.2.16. 債権期日決済

債権期日決済の登録が可能です。

※入金入力時に作成された期日決済のみが発生仕訳作成の対象となり、直接作成された期日決済

は対象外となりますのでご注意ください。

1.2.17. 債権締処理

該当月の債権伝票（入金・債権消込）の入力締、および売掛残高の消費税再計算、次月残高繰越

処理を行います。

再度該当月の入力を可能としたい場合は、締めの解除が可能です。

1.2.18. 得意先元帳レポート

入金・売上・請求・債権消込入力時に自動作成された得意先元帳を確認することが可能です。

1.2.19. 売掛残高レポート

自社の締日を基に判断した計上月ごとの売掛残高を参照可能です。

基本的に、売上伝票および債権消込更新時に残高に反映されます。

1.2.20. 債権残高レポート

顧客の締日を基に判断した計上月ごとの債権残高を参照可能です。

基本的に、請求伝票および債権消込更新時に残高に反映されます。

1.2.21. 回収残高レポート

自社の締日を基に判断した計上月ごとの回収残高を参照可能です。

基本的に、売上伝票、請求伝票および債権消込更新時に残高に反映されます。
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【販売購買機能】

1.2.22. マルチ通貨機能強化

日本円以外の通貨での入力が可能となりました。また、各伝票の取引通貨に加え、拠点の通貨、組

織の通貨の3種類にて伝票の金額を確認することが可能です。

1.2.23. 仕訳・勘定奉行データ作成

債権債務機能の各種種別の伝票に対して仕訳データを作成します。

作成された仕訳データは、レポート機能を用いたり、勘定奉行クラウドの仕訳伝票取込用フォーマッ

トデータを作成してCSVファイルを作成することが可能です。

※本機能の使用にあたっては、種別登録の初期設定が必要です。

詳細は「システム管理者：UM販売購買 ユーザーガイド」をご確認ください。

【その他】

・UM工程進捗からの購買オーダー連携をご利用のお客様
購買オーダーの入力規則「DeliveryItemControlByWarehouse」を有効にして頂くことが可能となりました。

★債権債務機能の一部機能のご利用には設定が必要になります。

ご利用の際は、「UM販売購買（債権債務）ユーザーガイド」の「残高計算について【必須設定】」をご確認の
上、設定をお願いいたします。
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2. アップグレード手順
パッケージURL：
①Schema ver.1.39.0
「スキーマアップグレード設定資料 ver.1.39」に記載しています。
②Label ver.1.33.0
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NwQiAAK
③Utility ver.1.14.0
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NwTDAA0
④Domain ver.1.41.0
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NwT8AAK
⑤Service ver.1.9.0
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NwTIAA0
⑥販売管理 ver.1.23.0
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NwUGAA0

＜手順＞

1) 本番へのアップグレード前には必ずSandboxにて検証ください。
上記URLのloginをtestに置換してアップグレードください。
例）

https://test.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=パッケージID

2) スキーマのアップグレードと設定を実施します。
「スキーマアップグレード設定資料 ver.1.33-36」を参考に、スキーマのアップグレードと設定を行って
ください。

※必ずパッケージURL②〜⑥の前に行ってください。

3) 上記パッケージURL②〜⑥にアクセスします。
※パッケージURL②から順番にアップグレードを行ってください。
※パッケージごとに、手順 2)～ 6)のアップグレード作業を繰り返し行ってください。

4) ログイン画面が表示されます。
アップグレードする環境のユーザでログインしてください。
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5) アップグレード実行画面が表示されます。
※アップグレード実行前に、今回アップグレードを行うバージョンになっているか、必ずバージョン名

を確認してください。

＜実行手順＞

a) 「管理者のみのインストール」をクリックします。

b) 下図のように「同意」チェックボックスがある場合はチェックします。

c) 「アップグレード」ボタンをクリックします。
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アップグレード完了後、画面に「アップグレードが完了しました」のメッセージが表示されます。「完了」

ボタンをクリックします。

下図のような画面が表示された場合は、完了メールを確認後に「完了」ボタンをクリックします。

6) 「インストール済みパッケージ」画面が表示されます。
インストールしたパッケージ名のバージョン番号を確認してください。

アップグレードを行ったバージョンになっていればアップグレード完了です。

※パッケージごとに＜手順＞2～6のアップグレード作業を繰り返し行ってください。
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3. UM販売購買用設定

3.1. オブジェクトのリスト項目値追加

選択リストに値が追加されました。

手順を参考に各選択リストに値を追加してください。

オブジェクト 選択リスト 変更内容 API参照名

購買オーダー 購買オー
ダーステータ
ス

項目変更 unConfirmed→Unconfirmed
※unConfirmed,Unconfirmedが存在しない
場合はUnconfirmedの追加をお願いしま
す。

<手順>　（例）受払区分に項目を追加
①オブジェクトマネージャー>クイック検索で「WMS在庫明細」を検索し、選択
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②項目とリレーションを選択し、受払区分を選択

③値セクションの「新規」を押下

Confidential © Synapse Innovation Inc. 13



UM販売購買
リリースノート

ver.1.20～1.23

④入力欄に「StockAdjustment」を入力し、保存ボタンを押下

⑤変更の場合は編集でAPI参照名に変更内容を入力し、保存ボタンを押下
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3.2. 販売モニターに受注見積、受注新規作成を設定

①オブジェクト『販売モニター』を選択する。

②ページレイアウト『UM販売管理 Sales Monitorレイアウト』を選択する。

③Salesforce モバイルおよび Lightning Experience のアクションに
『受注見積新規作成』、『受注新規作成』を選択し保存する。
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3.3. 支払実績入力設定

・支払実績入力（一括）、支払実績入力（単票）ボタンの設定

①オブジェクト『支払実績』を選択する。

②リストビューボタンレイアウトを編集画面を選択する。

③標準ボタンのチェックをすべて外す。カスタムボタンで選択したボタンに支払実績入力（一括）、支

払実績入力（単票）を追加する。
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・編集ボタンの設定

①ボタン、リンク、およびアクション - 編集を選択する。

②Lightning Experience の上書き、モバイルの上書きをLightning コンポーネントに選択させて、リ
ストを『snps_um:scmPaymentResultInput』に選択する。
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3.4. カスタムメタデータ型項目の追加

今回、対象はありません。

3.5. リストビューの変更

オブジェクト 項目 対応内容

前受金 新規 チェックオフにする

勘定奉行仕訳IF Export CSV カスタムボタン「利用可能なボ
タン」→「選択したボタン」に追
加

＊設定方法は、支払実績入力設定①～③を参照ください。

3.6. レポート項目の変更

今回、対象はありません。

3.7. レポート検索条件の変更

今回、対象はありません。

3.8. 項目セットの追加

今回、対象はありません。

3.9. タブ名称の変更

今回、対象はありません。

3.10. 奉行クラウド連携をご利用になる場合の任意設定

今回、対象はありません。
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3.11. タブの追加設定

下記オブジェクトをタブに追加してください。

オブジェクト アプリケーション

月次伝票締指示 UM販売購買

1. タブの編集ボタン（鉛筆アイコン）を選択

2. 「項目をさらに追加」を選択

3. 「すべて」を選択し、追加したい項目を検索窓に入力、該当の項目の「+」ボタンを選択
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4. 追加したい項目が選択されていることを確認し「○個のナビゲーション項目を追加」を選択
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5. 「保存」ボタンを選択

6. タブ部分に選択したタブが表示されていることを確認

※タブの表示が多い場合は、「さらに表示」のプルダウンより確認
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3.12. ボタンの設定

下記に記載のボタンの設定を変更してください。

オブジェクト ボタン種類 コンポーネント

入金　（※）
新規 snps_um:scmReceipt

削除 snps_um__ReceiptDeleteButton

債権消込　（※） 新規 snps_um:scmDeptClearing

前払金　（※） 新規 snps_um:scmAdvancePaymentNew

前受金　（※）　 削除 snps_um__AdvanceReceiptDeleteButton

受取手形　（※） 削除 snps_um__NoteReceivableDeleteButton

債権期日決済　（※） 削除 snps_um__ARDueDateSettlementDeleteButton

支払手形　（※） 削除 snps_um__NotePayableDeleteButton

債務期日決済　（※） 削除 snps_um__APDueDateSettlementDeleteButton

※ 債権債務ご利用の場合

<手順>
①画面右上の歯車ボタン「設定」をクリック

② オブジェクトマネージャータブで該当のオブジェクトをクリック
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③ボタン、リンク、およびアクションをクリックし、該当のボタンの編集をクリック

④Lightning Experienceの上書き、モバイルの上書きの設定を変更し、保存ボタンをクリック
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3.13. 入力規則の変更

今回、対象はありません。

3.14. フローの変更

下記に記載のフローを変更してください。

フローの表示ラベル 変更内容

SCM Debt Clearing Change Balance Flg フローを有効化

SCM Payment Result Change Balance Flg フローを有効化

SCM Receipt Change Balance Flg フローを有効化

＜手順＞（例）SCM Debt Clearing Change Balance Flgを有効化
1. 設定メニューより、ホーム ＞プロセスの自動化＞フローを選択します。

※ クイック検索 ボックスに「フロー」と入力すると簡単に検索できます

2. [フロー] ページが表示されます。
該当のフローの表示ラベルの「▼」ボタンより、「詳細とバージョンの表示」を選択します。
※既に「有効」にチェックが入っている場合は、以降の設定は不要です。
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3. 「フローのバージョン」＞「アクション」より、「有効化」を選択します。

4. 「有効」にチェックが入っていることを確認してください。
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